
 
 
○ コア企業の人工土壌を核

に連携体機能が有機的に
融合 

 
・市場自体は未成熟である
が１０億円市場と言われる。 
・ターゲットは一般消費者、
レストラン、病院など。 
ネット販売を核に、全国販売代理

店と合わせて打ち出す 

 
                                                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エラー! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水耕栽培全般及び

土壌環境解析技術 
   【A 大学】 

コア企業：㈱トリム 
廃ガラス再資源化による

資材の開発技術 

生産者技術講習 
【B 業界団体】 

(有)ぎのざ観葉 
観葉植物育苗・栽培技術 

名幸花鉢工場 
植栽鉢開発、製造技術 

技術支援 
資材の開発 完成品製作 

(有)プラネットファーム 
完成品企画・販売網 

観葉植物育苗 植栽鉢開発 

連携体の構成 

コア企業：㈱トリム（那覇市：リサイクル事業） 
連携企業等： （有）プラネットファーム、（有）ぎのざ観葉、名幸花鉢工場 

 

連携の特徴 新事業

市場性

テーマ名： リサイクル素材を利用したハイドロカルチャー製品の開発・販売 
 

事業計画の概要： 
 
・微粉化した廃ガラスと県産土壌を混合し、焼成した多孔質素材を活用することで、水の腐食、カビを

抑え、ミネラル補給が可能な水耕栽培地資材の製造技術を有する代表企業と、亜熱帯植物の栽
培技術を有する企業、陶器製鉢類の製造技術を有する企業及び製品企画、全国流通ネットワーク
を有する企業との連携。 

 
・既存のハイドロカルチャー（粘土を高温で発泡焼成させた無機質の石を土の代わりに使用した水耕

栽培方法）に比較して、価格、防臭、防腐、防虫等において、優位性の高い商品の開発・販売。 

地 域 事業分野 環境  

①政府系金融機関の低金利融資（商工組合中央金庫那覇支店） 

支援予定メニュー 

沖縄県内完結型
の観葉植物商品 

認定日 平成 17 年７月 27 日 沖縄 （沖縄県） 

左図： 
（試験見本） 
スーパーハイドロカルチャ焼き「鉢」 


